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9月定例会

令和3年9月定例会を9月6日から10月12日までの37日間の会

期で開催しました。

本定例会では市長から提案された議案21件を審議しました。議案

については、いずれも原案のとおり可決・認定・同意しました。（採決の

結果は6ページに記載）

上程された議案は、3つの常任委員会に付託され、審査しました。そ

の内容は次のとおりです。

新たな魅力の創造やまちへの愛着、新たな魅力の創造やまちへの愛着、
誇りを一層高めるための事業を展開誇りを一層高めるための事業を展開

●審査のあらまし
決算審査は、10月1日から10月8日までのうち

5日間にわたり開催し、慎重に審査を行いました。
一 般会計と特別会計の歳入 総 額は294億

5,334万円、歳出総額は293億3,178万円で、歳
入歳出差引は1億2,156万円の黒字となりました。
一般会計では49年連続の黒字となりました。

公営企業会計は、上水道事業の当年度純利益
6,185万円で38年連続の黒字となりました。下水
道事業会計は、令和元年度の公営企業会計移行
以降赤字で、当年度純損失6,054万円となりまし

た。病院事業の当年度純損失は2,421万円で3年
ぶりの赤字となりました。赤字の要因としては、新
型コロナウイルスの影響により患者数が減少したこ
とによるものです。

●市債残高が2年連続減少、基金残高は3年連続で増加
一般会計の市債（借金）は大型事業の整備や30

年度に発生した7月豪雨災害の復旧事業が完了し
たことにより、8,310万円減の143億5,192万円と
なりました。一方、基金（貯金）は行財政健全化の
取組により、2億3,695万円増の47億8,094万
円となりました。

決算審査

予算決算委員会 令和2年度決算を可決・認定令和2年度決算を可決・認定



■ 一般会計

〈全般〉
・新型コロナウイルス感染症の拡大により市民生活に

大きな影響が出る中、国の補正予算や有利な起債
を積極的に活用し、きめ細やかな予算措置により、
経済対策や情報発信、設備整備等による感染症対
策に取り組んだことを評価する。

〈総務費〉
・LINE、フェイスブック、ユーチューブ動画配信

など多様な情報アイテムを活用され、本市の情
報を発信されている広報 事務 費を評 価する。
若い世代が綾部市を離れても情報が届くよう、高校
を卒業されるタイミングや成人式等で、SNS等情報
発信ツールのPRを図られたい。また、更なる広報
手段の多機能化と接続回数の増加を図られたい。

・市制施行70周年協賛事業補助金は、コロナ禍であ
りながらも様々な団体が趣向を凝らし、郷土愛を深
め地域を元気にする事業をされたことを高く評価
する。

〈民生費〉
・認知症高齢者の行方不明時における早期保護や安

全確保を図るため、関係機関と連携して、安心して
介護できる環境整備を促進するための高齢者支援
事業を高く評価する。GPS端末器の貸出しを更に
図られたい。

・子どもの虐待の深刻化に対応して、開設された「あ
や・ほっと」を評価する。今後とも、児童の虐待防
止と子どもたちが健やかに育つよう関係機関・団体
と地域との情報共有化と連携強化を図られたい。

〈衛生費〉
・子どもを持ちたいと希望しながら子どもに恵まれず、

不妊治療や不育治療を受けておられる方の経済的
負担を軽減する不妊治療給付事業を評価する。更
なる負担軽減を図られたい。

〈労働費〉
・小規模な事業者の雇用の継続支援に直結する雇用

調整助成金申請支援補助金を評価する。漏れなく
申請ができるよう支援されたい。

〈農林水産業費〉
・中山間地域等直接支払事業については、緩傾斜地

における高齢化率や耕作放棄率の要件を撤廃し、
より一層の集落共同活動を推進されたい。

〈商工費〉
・ウェブ会議等に対応できるよう市内公共施設に

Wi-Fiを整備されたウェブ会議等推進事業費を評
価する。ウイズコロナ時代に対応すべく、市内公共
施設への更なるWi-Fi整備を要望する。

〈土木費〉
・ブロック塀等緊急安全対策支援事業費は、子ども

たちが安全に登下校できるよう学校、PTA等と連
携し、通学路の危険個所解消に重点的に取り組む
こと。

〈消防費〉
・コロナ禍において、新型コロナウイルス感染対策を

行い、市民の安全・安心のための救急業務に従事
したことを高く評価する。今後も、救命率の向上を
目的に、救急救命士を養成し、救急業務の充実を
図られたい。

〈教育費〉
・GIGA スクール構想により、通信環境整備と児童

生徒にタブレット端末の配備が早期に実施された
ことを評価する。教育における効果的な活用を図ら
れたい。

〈予備費〉
・本市に飛来したコウノトリの観察及び足輪装着に係

る事業を高く評価する。来年以降も更に事業の充
実を図られたい。
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一般会計は賛成多数で可決、他の 10 議案は全員賛成で可決及び認定となりました。委員会審査
の意見調整で出された主な意見は次のとおりです。

審査の結果



4度目となる緊急事態宣言に伴う新型コ
ロナウイルス感染症対策や市内事業者等
へ の 緊 急 経 済 対 策 の ほ か、2050 年 ゼロ
カーボンシティの実 現に向けた調 査・研
究、コミュニティの 醸 成 など、市 民 生 活
や 地 域 活 性 化 を支 援 するため 総 額 2億
3,188万円の追加予算が 計上されました。

<主な内容>
・あやべ緊急事態措置関連事業者支援事業費
・感染防止対策認証制度推進事業費
・販売促進キャンペーン事業費
・U-40成人式開催事業費
・ゼロカーボンシティ推進事業費
・再生可能エネルギー設備導入調査事業費
・Ｉ・Ｔビル大規模改修事業費
・森林経営管理推進事業費

その他、特別会計3件について審査しました。
採決の結果、4議案とも全員賛成で可決とな

りました。
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令和3年度一般会計補正予算（第5号）

■ 市立診療所等特別会計

・医療過疎地域の在宅医療確保について検討さ
れたい。

■ 介護保険特別会計

・非課税世帯に対して介護給付費準備基金の活用
で保険料・利用料の負担軽減を図ること。

■ 後期高齢者医療特別会計

・保険料軽減を国に求めること。

■ 駐車場特別会計

・駐輪場の拡幅と屋根の設置をされたい。

■ 住宅・工業団地事業特別会計

・桜が丘団地の残区画は20区画となったが、引き
続き完売に向けて努力されたい。

■ 国民健康保険特別会計

・保険料減免、一部負担金の減免について更に広
報・周知されたい。

■ 上水道事業会計

・窓口業務や水道料金の滞納徴収業務の一部を
民間事業者に委託し、業務の効率化による水道
使用者へのサービス向上や滞納徴収の強化に
努められていることを評価する。滞納徴収にお
いては、引き続き滞納の実態を把握の上、水道
使用者の公平性確保及び安定的な事業運営に
努められたい。

■ 病院事業会計

・新型コロナウイルス感染症がまん延する状況下
において、最前線でその対応に当たりつつ、地
域住民の健康と福祉の増進に努められたことを
高く評価する。

■ 下水道事業会計

・経営効率化に努められていることを評価するが、
企業債残高は既に一般会計の市債残高よりも多
い状況であり、企業債と一般会計からの補助金
等に依存する厳しい経営状況となっているため、
一般会計にとって大きな負担となっている。持
続可能な事業運営のためにも、事業の広域化等
真剣に検討されたい。

綾部市「ゼロカーボンシティ宣言」



●放課後学級で春季休業・冬季休業のみの 
利用が可能に

小学校の長期休業期間中のみの預かりを希
望する保護者が増加しており、保護者が安心し
て仕事と子育ての両立ができる環境を整備す
るため、春季休業、冬季休業の期間のみの受け
入れをするため、所要の改正を行うものです。

質疑の中で、「冬季休業日のみを利用した
場合は、12月、1月はそれぞれ実質1日から
3日程度しか対象日がないと思うが、学年始
休業日、学年末休業日含めて、今回追加され
た区分の月額2,000円の設定根拠は何か」
との質問に対し、「通年利用の4・12・1・3
月の放課後のみ利用可能な週は、1週あたり
1,000円とし、長期休業期間中の1日利用可
能な週は、1週あたり2,000円として積算
しており、１週以内の日割り計算はしていな
い」との答弁がありました。また、「年末年始
の運用の仕方は」との質問に対し、「12月29
日から1月4日までが休みである」との答弁
がありました。

意見として、「保護者の声に応えて、春季休
業及び冬季休業のみの利用を可能とされたこ
とは評価するが、冬季休業については年末年
始を挟み利用可能日数が少ないことを踏まえ

た料金設定とされたい」「子育て支援のため
の制度充実を評価する。今後、施設の備品等
更に充実されたい」とありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●消防ポンプ自動車等を更新
消防団の消防ポンプ自動車1台及び小型動

力ポンプ4台を更新するものです。
質疑の中で、「それぞれの単価は」との質問

に対し、「消防ポンプ自動車が1,791万9千
円。小型動力ポンプが1台当たり139万7千
円」との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

その他、1議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。
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●京都府要綱の名称変更による改正
京都府商店街創生センター総合支援事業費

補助金交付要綱が京都府新しい商店街づくり
総合支援事業費補助金交付要綱に改正された
ため、この名称を引用している本条例につい
て所要の改正を行うものです。

質疑の中で、「宮代商店街の街灯設置が予
定されているそうだが、他の市内商工繁栄会
の数や合併・解散等の話があるか、活動状況
はどうか」との質問があり、「正確な数は現在
把握しておりませんが、名前だけ残されてい
る繁栄会等があることも事実である。しかし
解散されるような話は現在のところ聞いて
いない。また、綾部市地区商工繁栄連合会の
事務局を商工労政課で担っており、当連合会

やその他の組合等でも積極的に活動されてい
る」との答弁がありました。

また、「名称が変わる意味は何か、街路灯設
置の助成金以外の活用状況は」との質問があ
り、「今回の京都府の要綱改正では、現行の
商店街にぎわい施設設備整備事業のほか、新
たに地域課題解決コミュニティ活性化事業、
商店街に関わる人材育成交流促進事業、地域
商品拡大事業の3つが制度化され、それに合
わせて名称も改正されたことによるもの。ま
た、これまでに西町の近代化事業にも活用し
た」との答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

綾部市中小企業振興条例の一部改正産業厚生環境委員会

放課後学級に関する条例の一部を改正総務教育建設委員会

改正後の放課後児童健全育成事業の実施に関する条例別表
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令和3年12月定例会の日程予定
12月定例会は、11月29日から12月17日までの19日間の会期で予定しています。
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賛成 民政会
酒　井　裕　史

議
第
議
第
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令
和
2
年
度
綾
部
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

市
民
の
暮
ら
し
に
よ
り
そ
う
施
策
を

コ
ロ
ナ
危
機
は
人
の
命
や
暮
ら
し
、
経
済
を
か
つ
て

な
い
ほ
ど
脅
か
し
た
。
私
た
ち
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
訪
問
で
、
事
業
継
続
の
不
安
、
福
祉
事
業
所
で
は

職
員
の
疲
弊
、
衛
生
材
料
の
不
足
等
の
声
を
聞
い
た
。

コ
ロ
ナ
地
方
創
生
交
付
金
で
、
国
の
支
援
か
ら
外
れ
る

事
業
者
へ
の
独
自
支
援
は
喜
ば
れ
た
が
、
希
望
者
が
い

つ
で
も
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
求
め
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
58
％
が
「
生
活
が
苦
し
い
」
と
回
答
。
市
役

所
に
「
困
り
ご
と
相
談
」
の
案
内
設
置
を
求
め
る
。

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
か
ら
、
実
効
性
あ
る
避
難
計

画
を
求
め
る
。
人
権
啓
発
事
業
と
し
て
の
隣
保
館
事
業

は
廃
止
し
一
般
対
策
と
す
る
こ
と
。
多
様
性
が
真
に
尊

重
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
を
求
め
る
。

反対 日本共産党
井　田　佳代子

●教育委員会委員の任命
　樋口　高夫 さん（青野町）＝ 再任

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　由良　弘子 さん（田町）＝ 新任

同意した人事案件

11月29日（月）　本会議（議案上程）

論討

30日（火）　本会議（採決）
12月  6日（月）　請願受理締切り（正午）

7日（火）～9日（木）　一般質問
10日（金）　総務教育建設委員会

12月13日（月）　産業厚生環境委員会
14日（火）　予算決算委員会（総括質疑）
15日（水）　予算決算委員会（予算審査）
17日（金）　本会議（採決）

可決した意見書
●コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
●コロナ禍による米価下落の影響の改善を求める意見書

可決した意見書は関係機関へ送付しました。内容は13ページに記載。
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の
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。

Ａ　

本
市
で
は
、
9

月
13
日
現
在
で
累
計
1
2
4
例
。
特
に
20
歳
代

以
下
が
8
月
以
降
半
数
を
占
め
る
。
予
断
を
許

さ
な
い
事
態
と
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識
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て
い
る
。

Ｑ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
症
化
を
抑
え
る
効
果
は

あ
っ
て
も
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

が
必
要
だ
が
、
そ
の
考
え
は
。

Ａ　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た

と
き
に
行
う
も
の
。
ま
た
、
保
健
所
が
積
極
的
疫

学
調
査
の
中
で
、
必
要
な
方
に
行
う
も
の
。
ま
ず

は
、
擬
似
症
患
者
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
検
査
対
象
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

Ｑ

検
査
対
象
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る

な
ら
、
ま
た
予
断
を
許
さ
な
い
と
い
う
な
ら
、

市
独
自
の
検
査
拡
充
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ　

今
後
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
国
が

市
販
化
の
検
討
も
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
動

き
を
注
視
し
た
い
。

Ｑ

児
童
・
生
徒
へ
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、

教
職
員
、
児
童
・
生
徒
、
放
課
後
学
級
支
援
員
へ

の
検
査
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

検
査
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
へ
負
荷
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
や
、
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
考
え
て
も
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な

い
。

感染拡大防止への市独自支援策を日本共産党　　吉　崎　　久

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
綾
部
市
で
も
進

ん
で
い
る
が
、
接
種

状
況
は
。
ま
た
、
若

い
方
た
ち
の
接
種

状
況
は
。

Ａ　

65
歳
以
上
の
接
種
状
況
は
2
回
終
え
ら
れ
た

方
が
92
％
で
あ
る
。
64
歳
以
下
は
2
回
終
え
ら

れ
た
方
が
52
％
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

全
国
で
自
宅
待
機
中
の
感
染
者
の
死
亡
な
ど

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
府
北
部
で
は
医
療

逼
迫
な
ど
は
起
き
て
い
な
い
の
か
。

Ａ　

府
全
体
で
の
病
床
使
用
率
は
9
月
1
日
現
在

で
76
％
、
入
院
の
調
整
は
で
き
て
お
り
現
時
点

で
入
院
待
ち
な
ど
の
自
宅
待
機
は
な
い
。

Ｑ

綾
部
市
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
基
本
的
に

集
団
接
種
で
進
め
ら
れ
会
場
運
営
を
事
業
者
に

委
託
。
ス
ム
ー
ズ
な
会
場
運
営
や
移
動
困
難
者

に
対
す
る
バ
ス
運
行
な
ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
集
団
接
種
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
が
、

検
証
と
今
後
の
個
別
接
種
に
当
た
っ
て
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
本
部
を
設
置
し
、
集
団

接
種
に
当
た
っ
て
の
接
種
計
画
を
策
定
し
た
中

で
、
通
常
診
療
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、

ワ
ク
チ
ン
の
取
り
扱
い
を
考
慮
で
き
る
こ
と
、

会
場
ま
で
の
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
の
考
え
の

も
と
実
施
し
た
。
ま
さ
に
オ
ー
ル
あ
や
べ
で
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
個

別
接
種
に
移
行
す
る
に
当
た
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

ワクチン接種について問う創政会　　渡　辺　弘　造

市政を問う市政市政 問う市政を問う
一 般 質 問

9月14日から16日の3日間にわたって13人の議員が市政全般について質
問を行いました。ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）



9

Ｑ

山
崎
市
政
3

期
目
ス
タ
ー
ト
か

ら
豪
雨
災
害
復
旧

に
伴
う
厳
し
い
行

財
政
運
営
や
直
近

2
年
間
は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
制
約
さ
れ

た
市
政
運
営
な
ど
、

大
変
困
難
な
3
年
8
か
月
だ
っ
た
。
振
り
返
っ

て
3
期
目
の
取
組
の
総
括
を
。

Ａ　

財
政
的
に
は
5
年
連
続
の
災
害
に
よ
っ
て
、

元
々
厳
し
い
財
政
状
況
に
加
え
平
成
30
年
度
の

災
害
直
後
に
は
、
財
政
調
整
基
金
が
底
を
打
つ

状
況
ま
で
落
ち
込
み
主
要
事
業
の
先
送
り
、
職

員
給
与
の
削
減
、
20
年
間
据
え
置
い
て
き
た
使

用
料
・
手
数
料
の
改
定
な
ど
オ
ー
ル
綾
部
で
難

局
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

Ｑ

綾
部
市
は
市
制
施
行
以
来
、
歴
代
市
長
の
決

断
、
そ
し
て
市
民
の
協
力
に
よ
っ
て
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
綾
部
を
構
築
し
、
そ
の
一
方
で
、
水
源

の
里
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
綾
部
の
価
値
観
を

大
い
に
高
め
て
き
た
と
こ
ろ
。
脆
弱
な
財
政
基

盤
の
綾
部
市
政
を
担
っ
て
い
く
の
は
3
期
12
年

で
は
不
十
分
。
少
な
く
と
も
4
期
16
年
は
担
っ

て
今
日
ま
で
築
き
上
げ
た
綾
部
の
ま
ち
づ
く
り

を
更
に
積
み
上
げ
て
欲
し
い
。
4
期
目
の
出
馬

は
。

Ａ　

4
期
目
を
期
待
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
誠
に

あ
り
が
た
く
受
け
止
め
る
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
有
事
の
真
っ
た
だ
中
。
今
、
最
優
先
で
取
り

組
む
べ
き
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
一
日
も
早

く
終
息
さ
せ
る
こ
と
。
今
一
度
少
し
自
分
な
り

に
整
理
し
熟
慮
し
た
上
で
判
断
し
た
い
。

4期目の綾部市政推進を民政会　　安　藤　和　明

Ｑ

千
葉
県
で
コ

ロ
ナ
感
染
し
た
妊
婦

の
入
院
先
が
見
つ
か

ら
ず
自
宅
で
出
産

し
、
新
生
児
が
死
亡

し
た
。
こ
の
事
態
を

受
け
、
京
都
府
は
妊

婦
対
応
フ
ロ
ー
を
ま

と
め
た
。
市
内
で
妊
婦
が
コ
ロ
ナ
陽
性
と
な
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

保
健
所
か
ら
京
都
府
入
院
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
入
院
調
整
依
頼
が
行
わ
れ
、
妊

婦
の
状
況
や
症
状
等
に
よ
り
、
受
入
れ
可
能
な

医
療
機
関
に
要
請
が
な
さ
れ
、
陽
性
患
者
が
搬

送
さ
れ
る
。

Ｑ

市
内
の
妊
婦
が
コ
ロ
ナ
陽
性
と
な
り
、
入
院

や
出
産
と
な
っ
た
場
合
は
、
市
立
病
院
で
受
入

れ
は
可
能
か
。

Ａ　

陽
性
に
な
っ
た
妊
婦
の
市
立
病
院
へ
の
入

院
・
出
産
の
受
入
れ
は
、
現
在
、
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
市
立
病
院
の
コ
ロ
ナ
対
応
病
床
は
、
出
産

に
対
応
で
き
る
設
備
、
人
員
の
体
制
が
準
備
で

き
な
い
。
受
入
れ
先
は
、
前
述
の
と
お
り
府
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
調
整
さ
れ
る
。

Ｑ

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
が
北
部
の
周
産
期
医
療

の
要
だ
が
、
北
部
の
方
が
必
ず
し
も
北
部
の
病

院
で
入
院
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
だ
。
周
産
期
の
受
入
れ
医
療
機
関
は
南
部
に

偏
っ
て
お
り
、
南
部
ほ
ど
感
染
者
も
多
い
。
安
心

で
き
る
よ
う
情
報
の
積
極
的
な
開
示
、
十
分
な

周
知
を
府
に
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　

府
は
感
染
し
た
妊
産
婦
の
訪
問
な
ど
寄
り
添
い

支
援
も
行
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
今

後
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
情
報
の
周
知
に
努
め
た
い
。

コロナ感染した妊婦の医療体制は日本共産党　 中　島　祐　子

一般質問

Ｑ

歯
科
医
師
会

の
高
齢
者
2
万
人

調
査
は
、
歯
の
数
が

少
な
い
人
は
20
本

以
上
の
方
に
比
べ

死
亡
率
が
最
大
1
・

7
倍
、
認
知
症
発
症

リ
ス
ク
が
1
・
9

倍
、
要
介
護
認
定
割
合
が
1
・
2
倍
に
上
昇
し

た
。
口
腔
の
健
康
は
健
康
寿
命
を
延
ば
し
介
護

予
防
に
つ
な
が
る
。
市
が
行
う
歯
の
検
診
機
会

は
。

Ａ　

1
歳
6
か
月
及
び
3
歳
児
健
康
診
査
、
就
学
時

健
診
、
学
校
健
診
、
2
歳
児
歯
と
こ
と
ば
の
健
診
、

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
歯
周

疾
患
検
診
と
後
期
高
齢
者
歯
科
検
診
を
行
う
。

Ｑ

虫
歯
は
人
か
ら
人
へ
と
う
つ
る
の
を
知
ら
な

い
方
が
多
い
。
乳
歯
が
生
え
る
6
か
月
頃
か
ら

虫
歯
予
防
が
必
要
だ
が
、
健
診
時
に
保
護
者
に

対
す
る
情
報
提
供
や
市
民
に
広
報
・
周
知
す
る

啓
発
活
動
は
あ
る
か
。

Ａ　

予
防
の
取
組
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
10

か
月
児
健
康
診
査
で
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
歯
が
生
え
始
め
る
時
期
に
食

生
活
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
り
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
の
必
要
性
と
そ
の
仕
方
を
説
明
し
た
り
、

虫
歯
予
防
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

学
校
が
治
療
を
呼
び
か
け
て
い
る
の
に
、
親

が
放
っ
て
お
く
虐
待
の
一
つ
「
デ
ン
タ
ル
ネ
グ

レ
ク
ト
」
が
あ
る
。
市
の
健
診
後
の
状
況
は
。

Ａ　

小
学
校
で
は
、
虫
歯
が
あ
る
児
童
は
令
和
2

年
度
は
全
体
で
34
％
、
ま
た
歯
科
医
院
へ
の
未

受
診
の
児
童
に
つ
い
て
は
全
体
の
7
％
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

口腔衛生は健康の源　検診実施を民政会　　藤　岡　康　治
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一般質問

Ｑ

全
国
学
力
調

査
に
よ
る
本
市
の

状
況
は
。

Ａ　

全
国
平
均
を

市
の
平
均
が
全
て

上
回
り
学
力
の
状

況
は
高
い
。

Ｑ

主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
取
組
で
詰
め
込
み
教
育
か

ら
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
が
状
況
は
。

Ａ　
「
あ
い
」
の
あ
る
学
習
を
実
践
し
知
識
・
技
能

の
習
得
、
思
考
力
、
判
断
力
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
不
登
校
生
徒
が
増

加
し
て
い
な
い
か
。

Ａ　

年
間
欠
席
日
数
が
30
日
以
上
は
令
和
元
年
度

は
小
学
校
が
8
人
、
中
学
校
が
19
人
。
令
和
2
年

度
は
小
学
校
が
9
人
、
中
学
校
が
19
人
。

Ｑ

市
内
中
学
校
で
は
校
則
を
見
直
す
た
め
に
委

員
会
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
状
況
は
。

Ａ　

各
学
校
で
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
要
望
、
ま

た
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
が
あ
れ
ば
委
員
会

の
設
置
も
含
め
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ

中
学
校
の
部
活
は
働
き
方
改
革
に
よ
り
平
日

は
45
分
し
か
部
活
動
が
で
き
な
い
状
況
。
府
内

の
状
況
は
。

Ａ　

京
都
府
の
指
針
に
準
じ
平
日
は
2
時
間
程
度
。

土
・
日
・
祝
日
は
3
時
間
程
度
と
定
め
て
い
る
。

Ｑ

教
育
の
転
換
期
に
あ
る
中
、
今
後
の
教
育
に

つ
い
て
教
育
検
討
委
員
会
の
設
置
等
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　

教
育
委
員
や
学
校
関
係
者
等
と
協
議
し
、
教

育
課
題
の
改
善
や
特
色
づ
く
り
に
向
け
、
研
究

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

息苦しさを感じない学校づくりを創政会　　高　橋　　　輝

Ｑ

近
年
の
異
常

な
豪
雨
・
台
風
・

猛
暑
・
海
面
上
昇
、

ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
流

行
の
渦
中
で
、
エ

イ
ズ
な
ど
新
し
い

感
染
症
が
次
々
と

出
現
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
森
林
破
壊
を

は
じ
め
と
し
た
環
境
破
壊
に
よ
る
温
暖
化
が
あ

り
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
45
％
削
減
し
な
け
れ
ば
、
50
年
ま
で
の
実
質

ゼ
ロ
達
成
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
ど
う

か
。

Ａ　

2
0
3
0
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
向
け
た
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
が
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
26
が
始
ま
る
10
月
末
ま
で
に
決
定
す
る
予

定
。
市
の
2
0
3
0
年
度
目
標
値
は
、
今
議
会

補
正
予
算
案
に
上
程
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
事
業
で
調
査
・
分
析
し
た
上
で
検
討
す
る
。

Ｑ

市
内
の
既
存
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
は
、
重
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
議
会
答
弁

が
さ
れ
て
き
た
が
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

技
術
の
進
歩
に
よ
り
重
量
の
軽
い
パ
ネ
ル
が

開
発
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
耐
震
補
強
工
事
も
進

ん
だ
こ
と
か
ら
設
置
可
能
施
設
は
増
え
て
い
る
。

Ｑ

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
取
組
は
、
市
民

と
一
緒
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

Ａ　

公
共
部
門
だ
け
の
取
組
で
は
大
幅
な
削
減
を

進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
環
境
市
民
会
議
な

ど
と
連
携
し
て
啓
発
や
実
践
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
・
事
業
者
と
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

CO₂削減2030年の目標は日本共産党　　井田　佳代子

Ｑ

内
閣
府
の
地

方
創
生
図
鑑
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

注
目
事
業
と
し
て

本
市
の
観
光
資
源

発
信
事
業
が
紹
介

さ
れ
、
綾
部
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

オ
ン
ラ
イ
ン
農
家
民
宿
体
験
が
農
家
民
宿
で
行

わ
れ
た
。
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
背
景
や

そ
の
内
容
は
。

Ａ　

市
内
の
農
家
民
宿
の
組
織
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
農
家
民
宿
で
の
調
理
体
験
や

座
談
会
な
ど
を
疑
似
体
験
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

農
家
民
宿
体
験
を
企
画
さ
れ
た
。
綾
部
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
宿
泊
モ
ニ
タ
ー
を
市
民
限

定
で
行
っ
た
も
の
で
、
モ
ニ
タ
ー
に
は
そ
の
様

子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
た
だ
い
た
。

Ｑ

2
つ
と
も
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
観
光
が
で
き

な
い
中
、
綾
部
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
非
常

に
有
効
な
事
業
と
感
じ
る
。
綾
部
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
オ
ン
ラ
イ
ン
農
家
民
宿
体
験
そ
れ
ぞ
れ

の
参
加
者
数
な
ど
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

Ａ　

綾
部
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
宿
泊
者
が
18

組
36
人
。
オ
ン
ラ
イ
ン
農
家
民
宿
体
験
は
30
組

35
人
で
関
東
や
海
外
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。

Ｑ

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
、
観
光
関
係
で
有
効

利
用
で
き
る
と
感
じ
る
。
取
組
に
つ
い
て
、
今
後

の
展
開
は
何
か
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
観
光
誘
客
は
、
現
在
海

の
京
都
、
森
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
取
組
を
行
っ
て

い
る
。
本
市
も
連
携
を
図
り
、
観
光
誘
客
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

観光資源発信事業の実施状況は民政会　　酒　井　裕　史
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一般質問

Ｑ

綾
部
市
内
の

各
校
区
で
は
、
見
守

り
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
学
校
評
価

委
員
会
等
、
学
校
運

営
に
関
わ
る
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
現
状
は
。

Ａ　

綾
部
市
内
の
各
校
で
は
、
地
域
の
方
々
や
保

護
者
の
方
に
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
中
心

に
、
読
み
聞
か
せ
の
サ
ポ
ー
ト
や
学
校
の
環
境

整
備
活
動
な
ど
、
様
々
な
形
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
活

動
は
、
学
校
運
営
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

過
疎
・
高
齢
化
・
少
子
化
に
伴
い
複
式
学
級
、

放
課
後
学
級
、
プ
ー
ル
の
管
理
、
学
校
周
囲
の
環

境
整
備
、
学
校
適
正
配
置
、
小
中
一
貫
教
育
等
の

学
校
を
管
理
運
営
す
る
上
で
の
課
題
は
多
く
あ

る
。
今
後
は
更
に
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
運
営

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
と
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
と
も
に
知
恵
を
出

し
合
い
学
校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
学
校

運
営
協
議
会
を
導
入
さ
れ
る
考
え
は
。

Ａ　

学
校
運
営
協
議
会
制
度
は
、
学
校
と
保
護
者
、

地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
制
度
で
あ
り
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
転
換
を

図
る
有
効
な
仕
組
み
で
あ
る
。
現
在
、
運
営
し
て

い
る
学
校
評
議
員
会
や
各
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
を
生
か
し
、
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
で

き
る
よ
う
各
校
と
連
携
し
て
準
備
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

学校運営協議会の導入を民政会　　本　田　文　夫

Ｑ

綾
部
市
が
昨

年
実
施
し
た
高
齢

者
実
態
調
査
で
、
要

介
護
3
〜
5
の
重

度
の
方
を
介
護
し

て
い
る
介
護
者
の

年
齢
は
、
80
歳
以
上

が
3
割
を
超
え
て

い
る
。
ま
た
、
介
護
保
険
で
不
満
に
思
う
点
は

「
施
設
入
所
し
た
く
て
も
す
ぐ
に
入
れ
な
い
」
と

の
回
答
が
48
％
あ
る
。
一
人
暮
ら
し
や
老
々
介

護
な
ど
介
護
力
の
低
下
が
現
実
問
題
だ
。
今
後

の
介
護
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

Ａ　

第
9
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
で
は
、
令
和

22
年
度
の
高
齢
化
率
40
・
9
％
を
想
定
。
高
齢

者
人
口
の
減
少
は
続
く
が
、
介
護
を
必
要
と
す

る
方
は
相
対
的
に
増
え
て
い
く
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
づ
く
り

の
推
進
を
目
指
す
。

Ｑ

地
域
包
括
ケ
ア
の
理
念
は
賛
成
だ
が
現
状
か

ら
見
て
そ
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
は
ほ
ど
遠

い
。
介
護
施
設
に
入
所
を
申
し
込
ん
で
も
入
れ

な
い
待
機
者
は
何
人
か
。

Ａ　

昨
年
4
月
の
調
査
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
数
は
73
名
。

Ｑ

実
態
調
査
等
か
ら
見
て
年
金
で
入
れ
る
特
別
養

後
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
希
望
が
多
い
が
、
市
が
建

設
す
る
こ
と
も
含
め
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　

現
在
、
社
会
福
祉
法
人
で
特
別
養
後
老
人

ホ
ー
ム
の
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
新

た
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、
市
と
し
て
は
社

会
福
祉
法
人
の
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

年金で入れる介護施設の整備を日本共産党　 搗　頭　久美子

Ｑ

本
市
の
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る

方
の
ご
み
出
し
等

の
状
況
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。

Ａ

集
積
所
へ
持

っ
て
行
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
方
、
知
的
障
害

な
ど
に
よ
り
分
別
に
支
援
が
必
要
な
方
が
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
承
知
し
て
い
る
。

Ｑ

高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

さ
れ
た
が
、
ど
う
い
う
目
的
で
行
わ
れ
た
か
、
ま

た
、
そ
の
結
果
や
課
題
は
。

Ａ　

ご
み
出
し
が
困
難
な
世
帯
へ
の
支
援
を
検
討

す
る
た
め
、
65
歳
以
上
を
含
む
世
帯
を
対
象
に

7
月
に
実
施
し
た
。
課
題
は
、
支
援
の
対
象
者
や

利
用
料
の
設
定
で
あ
る
。

Ｑ

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
う
し
た

課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
本
市

に
お
い
て
も
、
支
援
制
度
の
構
築
が
早
急
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
十
分
に
制
度
の
検
証
を
行
っ

た
上
で
、
本
格
導
入
に
向
け
て
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
の
考
え

は
。

Ａ　

将
来
的
に
高
齢
者
等
に
対
す
る
ご
み
出
し
支

援
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
支
援
の
対

象
者
、
戸
別
収
集
の
頻
度
、
収
集
す
る
ご
み
の

種
類
、
収
集
時
の
安
否
確
認
の
在
り
方
な
ど
、
関

係
課
と
も
連
携
し
、
制
度
内
容
を
検
討
し
て
い

る
。
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て
精
査
し
て
い
き

た
い
。

ごみの戸別収集支援制度の考えは創政会　　柳　原　秀　一
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一般質問

Ｑ

主
要
事
業
が

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

昨
年
度
か
ら
実
施

で
き
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら

あ
っ
た
既
存
の
課

題
と
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
新
た
に
発

生
し
た
課
題
と
が
重
な
り
、
公
民
館
が
そ
の
存

在
価
値
を
問
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
状
態
は
、
綾
部
公
民
館
に
と
っ
て
ピ
ン
チ
で

は
あ
る
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
て
、

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
今
後
の
活
動
を
考
え
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
中
に
あ
っ
て
、
学
校
教
育
で
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
は
以
前
に
も
増
し
て
難
し
く
な
っ

て
い
き
、
社
会
教
育
を
中
心
と
し
た
教
育
行
政

の
推
進
が
よ
り
一
層
注
目
さ
れ
る
。
社
会
教
育

の
特
色
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

Ａ　

少
子
高
齢
化
の
中
に
あ
っ
て
、
人
生
百
年
時

代
を
迎
え
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た

社
会
教
育
の
役
割
は
増
し
て
い
る
。
本
市
の
社

会
教
育
の
特
色
は
、
学
び
や
活
動
を
と
お
し
た

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
絆
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
公
民
館
活
動
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は

自
治
会
連
合
会
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
、
顔

が
見
え
る
関
係
の
中
で
、
生
き
が
い
や
社
会
参

加
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
綾
部

に
愛
情
と
誇
り
を
持
ち
、
楽
し
さ
や
生
き
が
い

を
実
感
し
な
が
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

や
関
係
諸
機
関
と
も
連
携
し
、
学
習
成
果
を
生

か
し
た
り
深
め
た
り
す
る
場
の
確
保
に
努
め
、

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

綾部公民館の今後の在り方は創政会　　梅　原　哲　史

Ｑ

65
歳
以
上
の

5
人
に
1
人
が
認

知
症
を
発
症
す
る

時
代
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
地
域

で
認
知
症
を
発
症

さ
れ
た
方
や
そ
の

家
族
を
見
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
万
が
一
、
認
知
症
を
発
症
し

た
方
が
行
方
不
明
と
な
る
事
例
が
発
生
し
た
際

の
家
族
、
自
治
会
等
の
関
係
者
、
行
政
と
の
連
携

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

家
族
か
ら
の
通
報
に
よ
り
警
察
署
か
ら
市
役

所
へ
情
報
共
有
さ
れ
、
綾
部
高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
、
行
方
不
明
者
情
報
等

を
関
係
機
関
と
情
報
共
有
す
る
ほ
か
、
協
力
団

体
へ
情
報
提
供
の
協
力
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
と
は
捜
索
情
報
等
を
共
有
し
、
捜

索
に
関
し
側
面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

本
市
で
も
認
知
症
を
発
症
し
た
方
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
自
治
会
や
消
防
団

で
も
情
報
伝
達
訓
練
な
ど
訓
練
の
重
要
性
を
感

じ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
、
地
域
住
民
が
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要

だ
。
自
治
会
で
の
研
修
を
実
施
し
、
万
が
一
に
備

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

認
知
症
の
方
の
行
方
不
明
事
例
は
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
地
域
内
で
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
ル
ー
ル
を
作
っ
て
お
く
こ
と

や
声
か
け
、
見
守
り
体
制
の
強
化
な
ど
日
頃
か

ら
地
域
内
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
。
研
修
に
つ
い
て
は
今
後
、
様
々
な

意
見
を
聞
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

認知症の研修を実施すべきでは民政会　　片　岡　英　晃

視 察 報 告視 察 報 告

■京都府大野ダム総合管理事務所の視察研修
防災対策特別委員会では、令和２年９月からの活動として２回の研

修を計画していたが、コロナ禍のもと緊急事態宣言やまん延防止等重
点措置などが繰り返し発出され、計画を変更せざるを得なくなった。そ
のような中で令和３年８月６日にようやく大野ダムへの視察研修を実
施することができた。

大野ダムは治水（洪水調整）と利水（発電）の多目的ダムで、由良川
上流で大野ダムの果たす役割について説明を受けた。治水は下流河川
の水位上昇を抑制するため、流入量より少ない量を放流する操作を実
施されていることや近年、洪水発生の頻度が高まっている中で、適切な
調整計画が行えるように対応されていることなどの説明を受けた。

防災対策特別委員会防災対策特別委員会
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意見書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度にお
いても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。

地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策など
の喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施設の老
朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。

その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。
よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。

記

1　令和4年度以降3年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」
において、令和3年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされてい
るが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に
不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

2　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却
資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策と
して講じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任において対応すべきものである。よって、現行
の特例措置は今回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。

3　令和3年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和2年度と
同額とする負担調整措置については、令和3年度限りとすること。

4　令和3年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長
について、更なる延長は断じて行わないこと。

5　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源
配分すること。

コロナ禍による米価下落の影響の改善を求める意見書

主食用米の需要量が年々減少している中、長期化するコロナウイルス感染症の影響が加わり、全国の
民間在庫量が219万t（令和3年6月末現在）まで増加し、適正在庫量と言われる180 ～200万tを大きく
上回っているところである。

2年産米が在庫過剰の状況にあり、さらに、コロナ禍による今後の需要動向が見通せないことなどか
ら、3年産米の価格は、全国的に大幅下落（2,000円～4,000円/60kg程度）し、それに伴い市内集荷団
体の買い取り金額も対前年比で2割程度（3,000円/60kg）低下している状況である。

ついては、国におかれては、来年以降も米の生産が継続されることにより、水田農業と農村地域が維持
されるよう、次の事項について実現するよう強く要望する。

1　2年産米に加え、3年産米も過剰在庫が生じないよう、農業者や集荷・販売業者が行う販売先の確
保や販路開拓の取組を支援すること。

2　加工用米や麦・豆類の生産に対し、主食用米と同等の収入が得られるよう、産地交付金などの財源
を確保するとともに、京野菜や酒米などの高収益作物への転換に必要な機械・施設の整備に対し支
援すること。

3　人口減少や米離れにより主食用米の需要が減少する中、おいしさや健康面での効果などのお米の
魅力発信や和食文化の推進など、米の消費拡大を図るためのより一層積極的な対策を行うこと。
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コロナ禍では対面の機会が減り、これまで以上に情報の重要性が高まっています。そのような中、
広報広聴委員会では、10月13日に市町村議会広報研修会をWEBで受講しました。本誌に対する
アドバイスや各市町の議会だよりを参考にし、今後ますます市民の皆様に親しみを持っていただける

市議会だよりとなりますよう、委員一同取り組んでまいります。ご意見ご質問等ございましたら、議員または議会事務局までお気軽
にお問い合わせください。寒い季節となってまいりましたが、皆様のご健勝ご多幸をお祈り申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎種清喜之　〇井田佳代子　中島祐子　藤岡康治　梅原哲史　柳原秀一　本田文夫　安藤和明　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


